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ゴ
一
ヨ
三
・
ァ
・
或
　
∵
・
二

億
　
凛
　
　
緒
第
年

遺
さ
れ
た
看
護
を
尋
ね
る

ー
　
イ
ー
デ
ィ
ス
・
キ
ャ
ベ
ル
の
場
合

看
護
史
に
名
の
残
る
人
々
の
生
涯
に

は
看
護
と
は
何
か
が
必
ず
刻
み
込
ま
れ

て
お
り
、
彼
ら
の
生
涯
を
一
人
ま
た
一

人
と
た
ど
り
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
看

護
の
全
容
が
よ
り
よ
く
見
え
て
く
る
。

も
っ
と
も
、
見
え
て
く
る
か
ら
と
言
っ

て
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
重

苦
し
い
側
面
を
突
き
付
け
ら
れ
て
頑
を

抱
え
る
こ
と
も
あ
る
。
イ
ー
デ
ィ
ス
・

キ
ャ
ベ
ル
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

私
が
彼
女
を
知
っ
た
の
は
十
五
年
は

ど
前
、
セ
イ
マ
ー
の
　
『
看
護
史
』
を
ベ

ル
ギ
ー
の
項
ま
で
読
み
進
め
た
時
だ
っ

た
。
第
一
次
世
界
大
戦
さ
な
か
に
連
合

軍
側
の
ス
パ
イ
と
み
な
さ
れ
ド
イ
ツ
軍

に
よ
り
射
殺
さ
れ
た
、
と
い
う
た
っ
た

の
〓
付
が
何
と
衝
撃
的
で
あ
っ
た
こ
と

か
。
し
か
し
、
数
年
後
に
高
見
安
規
子

小
玉
香
津
子

氏
の
　
「
イ
ー
デ
ィ
ス
・
キ
ャ
ベ
ル
の
生

涯
」
に
教
え
ら
れ
る
ま
で
事
の
子
細
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

ベ
ル
ギ
ー
最
初
の
看
護
学
校
と
そ
の

病
院
を
託
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
看

護
婦
キ
ャ
ベ
ル
は
、
開
戦
と
同
時
に
ス

タ
ッ
フ
と
も
ど
も
赤
十
字
に
組
み
入
れ

ら
れ
、
戦
時
篤
志
看
護
婦
養
成
と
敵
味

方
区
別
の
な
い
看
護
活
動
と
に
専
念
し

た
。
彼
女
は
開
戦
時
に
は
休
暇
で
帰
国

し
て
い
た
の
だ
が
、
す
ぐ
に
ベ
ル
ギ
ー

に
も
ど
っ
た
の
だ
っ
た
。
看
護
が
自
分

の
義
務
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て

彼
女
は
反
ド
イ
ツ
の
地
下
組
織
と
つ
な

が
り
、
自
分
の
病
院
で
回
復
し
た
イ
ギ

リ
ス
兵
や
フ
ラ
ン
ス
兵
が
オ
ラ
ン
ダ
経

由
で
自
由
圏
へ
と
逃
げ
る
の
を
助
け
始

め
る
。
帰
国
せ
よ
と
の
ド
イ
ツ
の
命
令

に
も
か
か
わ
ら
ず
留
っ
て
脱
出
援
助
を

続
け
、
つ
い
に
は
患
者
で
は
な
い
兵
士

を
も
病
院
に
囲
ま
い
脱
出
さ
せ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
は
、
交
戦
国
の
人
々
を

援
助
す
る
に
あ
た
り
中
立
を
守
る
と
い

う
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
一
項
に
反
す
る

行
為
で
あ
っ
た
。
周
囲
の
危
悦
の
高
ま

り
の
う
ち
に
逮
捕
、
軍
事
裁
判
、
そ
し

て
処
刑
。
こ
の
間
自
分
の
し
た
こ
と
を

一
切
否
定
せ
ず
、
法
的
助
言
も
求
め
ず
、

た
だ
部
下
の
看
護
婦
達
を
気
遣
い
、
信

仰
を
支
え
に
毅
然
と
し
て
二
か
月
の
独

房
に
生
き
、
自
分
は
義
務
を
果
た
そ
う

と
し
た
看
護
婦
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、

と
念
を
押
し
て
逝
っ
た
。

お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
知
っ
た
折
し
も
、

看
護
理
論
家
会
議
を
見
聞
に
出
か
け
た

カ
ナ
ダ
で
私
は
キ
ャ
ベ
ル
山
に
出
会
う
。

カ
ナ
ダ
は
ロ
ッ
キ
ー
の
山
々
の
一
つ
に

チ
ャ
ー
チ
ル
な
ど
と
並
べ
て
彼
女
の
名

を
つ
け
、
そ
の
行
為
を
称
え
て
い
る
の

だ
っ
た
。
い
や
、
理
論
家
会
議
は
そ
の

場
限
り
で
忘
れ
た
が
キ
ャ
ベ
ル
山
は
後

を
引
き
、
調
べ
て
み
れ
ば
彼
女
へ
の
敬

度
な
ま
な
ざ
し
は
世
界
的
な
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
頃
ま
た
、
彼
女
は
や
は
り
ス

パ
イ
だ
っ
た
、
そ
れ
は
違
う
、
と
看
護

誌
に
論
争
が
現
れ
た
り
も
し
た
。

し
か
し
、
私
が
彼
女
を
尋
ね
る
の
は

事
の
真
相
を
知
り
た
い
か
ら
で
は
な
い
。

看
護
婦
と
し
て
義
務
を
果
た
そ
う
と
し

た
こ
と
が
す
な
わ
ち
彼
女
の
行
為
で
あ
っ

た
こ
と
の
意
味
を
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
通
念
あ
る
い
は
規

定
な
ど
を
越
え
た
高
み
に
自
ら
を
置
い

て
義
務
を
果
た
す
看
護
婦
と
い
う
も
の

に
思
い
を
馳
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
女
に
お
け
る
看
護
を
つ
か
ま
え
た

い
。
そ
れ
に
は
キ
ャ
ベ
ル
そ
の
人
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
だ
。

一
昨
、
昨
年
と
私
は
彼
女
の
墓
に
参
っ

た
。
故
郷
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
州
の
ノ
リ
ッ

ジ
大
聖
堂
で
あ
る
。
某
は
一
月
は
プ
リ

ム
ラ
四
月
は
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
で
埋
め
つ
く

さ
れ
て
い
た
。
大
聖
堂
で
は
毎
年
十
月

の
命
日
に
、
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』

生
き
た
彼
女
の
名
を
冠
し
た
礼
拝
が
行

わ
れ
る
と
い
う
。
奇
蹟
を
起
こ
し
た
聖

人
達
に
伍
す
イ
ー
デ
ィ
ス
・
キ
ャ
ベ
ル
。

が
、
一
歩
街
に
出
る
と
「
捕
虜
を
助
け

た
愛
国
者
」
キ
ャ
ベ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が

色
濃
い
。
風
景
の
交
錯
が
看
護
婦
キ
ャ

ベ
ル
を
尋
ね
る
私
を
迷
わ
せ
る
。

こ
の
年
頑
に
は
彼
女
が
訓
練
を
受
け

た
ロ
ン
ド
ン
病
院
に
行
っ
て
み
た
。
往

時
は
ド
ッ
ク
の
労
働
者
、
今
は
移
民
が

あ
ふ
れ
る
市
の
東
端
に
救
貧
院
の
面
影

を
残
し
て
そ
び
え
る
ロ
ン
ド
ン
一
の
大

病
院
。
こ
こ
が
義
務
に
命
を
か
け
た
看

護
婦
の
出
発
点
で
あ
っ
た
気
配
が
確
か

に
あ
る
。
そ
し
て
、
や
は
り
彼
女
が
い

た
。
病
院
教
会
地
下
、
開
か
れ
て
間
の

な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兼
資
料
館
に
。
ま

る
で
語
り
か
け
て
さ
え
く
れ
そ
う
に
。
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期
日八

月
二
八
日
出
二
九
日
㈱

開
催
地

神
戸
市
勤
労
会
館

（
J
R
三
宮
駅
の
近
く
で
す
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
医
制
二
一
〇
年
　
産
婆
制
度
を
考

え
る
」

講
演
予
定
者

大
林
道
子
氏
（
女
性
問
題
研
究
者
）

高
橋
み
や
子
氏
（
千
葉
大
看
護
学
部
）

そ
の
他
の
講
師
は
交
渉
中

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
　
に
東
京
・

京
都
・
大
阪
に
医
制
が
発
布
さ
れ
て
か

ら
、
来
年
で
二
一
〇
年
と
な
り
ま
す
。

医
制
の
中
に
産
婆
に
関
す
る
条
項
が
あ

り
、
そ
の
資
格
や
職
務
を
定
め
て
い
ま

す
（
看
護
婦
の
規
定
は
み
ら
れ
な
い
）
。

そ
こ
で
今
回
は
、
産
婆
制
度
に
つ
い
て

と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
は
初
め
て
神
戸
市
で
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
年
間
予
定
の
中
に
ぜ
ひ

こ
の
大
会
を
加
え
て
下
さ
り
、
多
数
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
二
日
目
の
昼
食
時
間
に
は
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
二
言
つ
け
加
え
ま
す
と
、

港
町
神
戸
の
夜
を
親
し
い
方
々
と
共
に

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

研
究
報
告
演
題
募
集

ll暮

－
専
三
幸
卓
●
章
●
卓
●
妻
●
亭
－
≒
－
卓
●
章
一
－
－
卑
－
専
■
章
■
卓
－
手
●
－
－
卓
三
一
三
●
．
－
卓
一
章
－
‘
－
≒
●
卓
－
．
－
手
－
≒
●
卓
●
卓
－
卓
－
．
三
．
一
手
－
一
●
毒
ニ
ー
－
専
●
－
ニ
ー
卓
－
≠
ニ
ー
二
三
三
－
‘

第
七
回
大
会
で
の
研
究
報
告
を
募
集

し
ま
す
。
毎
年
、
応
募
者
が
少
な
い
状

態
で
す
の
で
、
今
年
は
今
か
ら
準
備
さ

れ
て
、
多
く
の
方
が
応
募
し
て
下
さ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

応
募
要
項

1
　
研
究
報
告
の
テ
ー
マ

2
　
要
旨
（
研
究
目
的
、
史
料
収
集

の
方
法
、
結
果
及
び
結
論
等
の

概
要
を
、
原
稿
用
紙
二
、
三
枚

3

に
ま
と
め
た
も
の
）
縦
書
き

締
切
り
　
六
月
末
日

分
科
会
話
題
提
供
者
募
集

l2

内
容
．
研
究
テ
ー
マ

要
旨
・
呼
び
か
け
　
（
百
宇
内
）

締
切
り
　
六
月
末
日

大
会
の
詳
細
、
研
究
報
告
と
分
科
会

話
題
提
供
の
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、

会
報
の
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

参
考
メ
モ
①

一
八
七
四

一
八
九
九

一
九
四
二

一
九
四
七

一
九
四
八

（
明
七
）

（
明
三
二
）

（
昭
一
七
）

（
昭
二
二
）

（
昭
二
三
）

医
制

産
婆
規
制

国
民
医
療
法

助
産
婦
規
則

保
健
婦
助
産

婦
看
護
婦
法

一
九
九
二
年
度
幹
事
選
挙

投
票
結
果
報
告

－
投
票
率
二
二
・
七
％
－

投
票
期
間
一
九
九
二
年
十
月
一
日
か

ら
一
九
九
三
年
一
月
一
日
で
、
第
三
期

幹
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
者
五
二
名
、
う
ち
七
名
連
記
者

一
名
で
、
総
得
票
数
五
一
七
票
、
無
効

票
な
し
、
投
票
率
二
二
・
七
％
で
し
た
。

各
会
員
の
得
票
数
は
左
記
の
通
り
で

す
（
氏
名
－
敬
称
略
－
、
得
票
数
）
。

亀
山
美
知
子
　
四
七
票
、
山
本
捷
子

三
八
票
、
吉
川
龍
子
　
三
四
票
、
ラ
イ

ダ
ー
島
崎
玲
子
　
三
三
票
、
藤
村
龍
子

三
二
票
、
高
橋
み
や
子
　
二
九
票
、

依
田
和
美
　
二
二
票
、
鵜
沢
陽
子
　
二

言
示
、
氏
家
幸
子
一
九
票
、
五
十
嵐

節
一
八
票
、
山
崎
雅
代
一
七
票
、

小
玉
香
津
子
一
六
票
、
渡
部
尚
子

一
六
票
、
武
藤
美
知
　
二
二
票
、
青
木

う
め
子
一
言
示
。
以
上
が
十
五
位
ま

で
で
す
が
、
以
下
は
票
数
ご
と
に
ま
と

め
て
報
告
致
し
ま
す
。

一
〇
票
－
高
田
節
子
、
九
票
－
草
刈
淳

子
、
福
本
恵
、
六
票
－
大
平
政
子
、
岡

山
寧
子
、
玄
田
公
子
、
高
嶋
妙
子
、
都

築
公
、
四
票
－
遠
藤
恵
美
子
、
川
口
孝

泰
、
川
島
み
ど
り
、
花
鳥
具
子
、
三
票
－

岡
崎
寿
美
子
、
加
藤
光
宝
、
木
村
秀
昭
、

坂
本
玄
子
、
菅
原
ス
ミ
、
鈴
木
美
恵
子
、

中
込
仁
、
二
票
－
上
岡
澄
子
、
浦
野
シ

マ
、
神
永
杓
子
、
小
南
吉
彦
、
佐
山
光

子
、
須
藤
知
子
、
祖
父
江
育
子
、
田
中

幸
子
、
泊
祐
子
、
測
井
喜
美
恵
、
古
崎

す
み
え
、
山
田
童
子
、
吉
崎
弘
之
、
一

票
－
伊
藤
幸
子
、
上
野
ミ
ユ
キ
、
宇
佐

美
千
恵
子
、
江
崎
フ
サ
子
、
大
蔵
多
恵

子
、
大
島
絃
子
、
大
村
春
子
、
片
岡
千

雅
子
、
門
脇
ツ
ヤ
子
、
金
井
悦
子
、
上

候
美
昭
、
岸
本
多
恵
子
、
小
山
干
加
代
、

坂
下
貞
子
、
佐
藤
サ
ツ
子
、
白
川
康
一
、

瀬
戸
口
要
子
、
瀬
戸
文
代
、
高
岡
ス
ミ

子
、
高
橋
典
子
、
田
中
多
津
子
、
多
原

佐
藤
民
子
ア
ン
ジ
ェ
ラ
、
内
藤
寿
喜
子
、

中
村
明
美
、
花
岡
真
佐
子
、
宮
里
和
子
、

武
藤
勝
治
、
村
山
惟
子
、
山
田
要
子
、

吉
田
弘
子
。
以
上
の
通
り
で
し
た
。

な
お
、
二
月
末
日
ま
で
に
上
位
の
各

氏
宛
に
、
幹
事
就
任
の
諾
否
を
問
合
せ

ま
す
。
上
位
十
名
が
決
定
し
ま
し
た
上

で
、
次
号
に
第
三
期
幹
事
（
任
期
三
年

一
九
九
三
年
度
～
一
九
九
五
年
度
）

と
し
て
発
表
致
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
　
鵜
沢
陽
子

花
鳥
具
子

滝
沢
道
子
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関
東
大
震
災
か
ら
七
〇
年

一
九
二
三
年
（
大
正
二
一
）
九
月
一

日
午
前
一
一
時
五
八
分
、
突
如
と
し
て

関
東
地
方
南
部
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
）
　
は
、
首

都
圏
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
た
ほ
ど
の
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
殊
に
東
京

と
横
浜
で
は
、
大
地
震
後
に
発
生
し
た

火
災
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
、
死
者
と

行
方
不
明
者
一
三
万
人
余
、
負
傷
者
一

〇
万
人
余
に
の
ぼ
っ
た
　
（
『
関
東
大
地

震
調
査
報
告
書
』
）
。

こ
の
中
で
救
護
に
あ
た
る
べ
き
医
療

機
関
ま
で
が
被
災
し
、
医
療
従
事
者
自

身
も
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
病
院
の
看
護

婦
全
員
が
患
者
と
共
に
殉
職
し
た
例
も

あ
っ
た
こ
と
が
、
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
派
出
看
護
婦
会
か
ら
患
者
宅
へ

派
遣
さ
れ
て
い
た
看
護
婦
も
、
二
〇
〇

人
以
上
が
殉
職
し
、
東
京
府
看
護
婦
会

連
合
組
合
で
は
合
同
追
悼
式
を
行
っ
て

い
る
。

地
震
後
直
ち
に
始
ま
っ
た
災
害
救
護

の
中
で
、
看
護
婦
の
活
動
は
め
ざ
ま
し

か
っ
た
。
一
人
の
患
者
を
背
負
い
、
両

手
で
担
架
を
か
つ
い
で
、
同
時
に
二
人

分
の
働
き
を
し
た
者
、
不
自
由
な
体
の

患
者
を
運
ぶ
の
に
担
架
が
間
に
合
わ
ず
、

布
団
に
の
せ
た
ま
ま
引
い
て
避
難
し
、

火
災
か
ら
救
っ
た
者
、
自
宅
に
子
ど
も

を
残
し
た
ま
ま
数
日
間
も
帰
ら
ず
に
救

護
に
従
事
し
た
者
、
地
震
の
翌
日
に
救

護
班
員
と
し
て
上
京
以
来
、
上
野
公
園

の
テ
ン
ト
内
で
の
救
護
と
巡
回
診
療
を

続
け
、
「
上
野
の
女
神
」
と
患
者
か
ら

よ
ば
れ
た
人
た
ち
な
ど
、
当
時
の
新
聞

に
は
看
護
婦
の
活
動
ぶ
り
が
し
ば
し
ば

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

日本看護歴史学会第6回大会

収支決算報告書

（単位円）

＜収入＞

大会参加費（3000×59名）177，000

サンドイッチパーティ代金（1㈱×32名）32，000

大会総会費　　　　　　　　50，000

計合

＜支出＞

講師謝金・お車代　　　　　50，000

サンドイッチパーティ代　　34，928

幹事・世話人昼食代　　　12，050

学生アルバイト代　　　　18，000

事務・通信・雑費　　　　　8，305
合　　　計

＜差し引き残高＞

259，000－123，283＝135，717円

＜累積残高＞

前年度までの繰り越し金　206，303

本年度残高　　　　　　　135，717

累積残高　　　　　　　　342，020

（次年度大会費用へ繰り越し）

こ
の
災
害
救
護
に
は
、
外
国
看
護
婦

の
来
援
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
中
国
紅
十
字
会
か
ら
は
、
い

ち
早
く
女
医
と
看
護
婦
を
含
む
救
護
班

が
派
遣
さ
れ
、
救
護
活
動
を
行
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
当
時
排
日
運
動
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
内

で
直
ち
に
義
援
金
募
集
が
開
始
さ
れ
、

多
量
の
救
護
物
資
が
日
本
に
送
ら
れ
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
赤
十
字
社
で
は
看
護

婦
二
〇
余
人
を
含
む
三
〇
〇
人
の
救
護

班
を
派
遣
し
、
東
京
・
横
浜
に
設
け
た

臨
時
病
院
で
救
護
活
動
を
実
施
し
た
。

ま
た
当
時
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
で
あ
っ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
も
、
四
〇
余
人
の

米
比
看
護
婦
を
含
む
六
〇
〇
人
余
の
救

護
班
が
来
援
し
て
い
る
。

外
国
救
護
班
の
帰
国
に
際
し
て
は
、

東
洋
婦
人
会
や
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看

護
婦
人
会
が
慰
労
会
を
催
し
て
、
感
謝

の
意
を
表
し
た
。

な
お
関
東
大
震
災
を
機
に
、
済
生
会

は
そ
の
年
の
暮
か
ら
巡
回
看
護
事
業
を

開
始
し
た
が
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る

本
格
的
な
保
健
婦
事
業
の
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
を
も
と
に
、
同
愛
記
念

病
院
が
設
立
さ
れ
た
の
も
、
大
震
災
に

関
連
す
る
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
外
国

の
大
災
害
の
救
援
に
ま
で
災
害
看
護
の

活
動
は
拡
大
し
て
い
る
。
（
吉
川
）

近
代
以
降
主
要
…
火
堂
閂

一
八
九
一
（
明
二
四
）

一
八
九
六
　
（
明
二
九
）

一
九
一
四
（
大
三
）

一
九
二
三
　
（
大
一
二
）

一
九
三
四
（
昭
九
）

一
九
四
四
（
昭
一
九
）

一
九
四
六
　
（
昭
二
一
）

一
九
四
八
　
（
昭
二
三
）

一
九
五
九
　
（
昭
三
四
）

一
九
六
四
（
昭
三
九
）

一
九
七
八
　
（
昭
五
三
）

一
九
九
一
（
平
三
）

濃
尾
大
地
震

三
陸
大
津
波

桜
島
大
噴
火

関
東
大
震
災

関
西
風
水
害

東
海
南
海
地
震

南
海
道
大
地
震

福
井
地
震

伊
勢
湾
台
風

新
潟
地
震

宮
城
県
沖
地
震

雲
仙
岳
噴
火

関東大震災の救穫活動（日赤病眈内）
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こ
こ
二
三
三
三
二
ニ
三
二
言
…
重
言
蔓
－
－

事
務
局
だ
よ
り

l
三
章
二
三
三
二
三
二
吾
妻
享
l
三
言
蔓
1
－

◆
新
入
会
員

南
出
成
子
5

2
0
大
津
市
比
叡
平
三
－
五

－
四

岸
根
滋
子
6
0
1
刊
京
都
市
左
京
区
鞍
馬

本
町
四
〇

大
井
文
博
1

8
3
東
京
都
府
中
市
片
町
一

－
一
〇
－
六
－
五
〇
五

床
田
弘
子
5
7
4
大
阪
府
大
東
市
扇
町
一

－
三
二

◆
退
会
者

吉
田
弘
子
（
病
気
療
養
の
た
め
）

中
条
桂
子

◆
異
動
事
項

山
根
節
子
m
〇
七
二
一
－
二
四
－
五

一
三
六
（
内
二
一
一
）
看
護
学

史
、
看
護
学
の
諸
問
題
（
名
簿
追

加
事
項
）

松
尾
光
恵
8
4

0
佐
賀
市
水
ケ
丘
一
－
一

三
－
一
〇
県
立
総
合
衛
生
学
院

（
自
宅
）
8
3
5
－

0
1
福
岡
県
三
池
郡
高

田
町
舞
鶴
八
八
二
（
名
簿
記
載
も

れ
）

滝
沢
道
子
2
6
0
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
三

－
六
－
三
三
m
〇
四
三
－
二
二

四
－
九
八
七
二
（
転
居
）

○
住
所
変
更
の
場
合
は
、
事
務
局
あ
て

に
必
ず
ご
一
報
下
さ
る
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
●●●●●●

参
考
メ
モ
②

二
一
〇
年
前
ご

ろ
の
で
き
ご
と

一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
　
（
旧
暦
）

●

「
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ
み
」

記
念
ア
ル
バ
ム
　
二
九
八
八
）

去
る
一
九
八
八
年
に
全
国
六
カ
所
で

開
催
さ
れ
た
本
会
主
催
の
　
「
看
護
婦
百

年
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」
　
の
記
念
ア
ル
バ

ム
の
残
部
が
あ
り
ま
す
（
頒
価
七
〇
〇

円
）
。
教
材
と
し
て
も
使
用
価
値
が
あ

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま

で
ハ
ガ
キ
で
。

…
2
月

●●‥
8
月

…
9
月

‥
1
1
月

‥
11
月

文
部
省
に
医
務
課
設
置
（
翌
年

3
月
、
医
務
局
と
な
る
）

学
制
発
布

新
橋
・
横
浜
間
鉄
道
開
業

京
都
療
病
院
開
院

太
陽
暦
採
用
の
布
告

学
会
誌
第
七
号
の
原
稿
募
集

学
会
誌
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
日

頃
の
研
究
成
果
を
ご
投
稿
下
さ
い
。

（
年
一
回
発
行
）

会費未納の方々は、至急、下記

の郵便口座へご送金卜さい。

1992年度年会費4，000円

京都1－52185

日本看護歴史学会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）

2
月
順
天
堂
医
院
開
院
、
杉
本
か
ね

が
婦
長
と
な
る

2
月
キ
リ
ス
ト
教
を
黙
認

2
月
大
阪
府
病
院
開
院

11
月
慶
応
義
塾
に
医
学
所
設
立

1
1
月
内
務
省
を
新
設

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）

1
月
板
垣
退
助
ら
民
撰
議
院
設
立
建

白
書
を
提
出

5
月
大
阪
・
神
戸
間
鉄
道
開
業

5
月
第
一
大
学
区
医
学
校
を
東
京
医

学
校
と
改
称

7
月
東
京
府
病
院
開
院

8
月
文
部
省
、
医
制
を
布
達

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）

5
月
ロ
シ
ア
と
千
島
樺
太
交
換
条
約

6
月
文
部
省
医
務
局
を
内
務
省
に
移

管
（
翌
年
、
衛
生
局
と
改
称
）

6
月
新
聞
紙
条
例
制
定

8
月
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』

11
月
同
志
社
英
学
校
設
立

1
1
月
東
京
に
女
子
師
範
学
校
開
校

欧米看護学古書店

・F．ナイティンゲール関係の古書・自筆書

簡等のカタログをお送りします。

・お探しの欧米看護学古書をお問い合わせ下

さい。大井書店　〒183東京都府中市片町ト10－6－505TEL0423－60－3154●　　　　　　　　　FAX O423－60－6443

日
本
看
護
歴
史
学
会

会
報
第
十
四
号

編
集
・
発
行
責
任
者

〒
1
5
0
東
京
都
渋
谷
区
広
尾

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

小
玉
香
津
子

吉
川
龍
子

山
本
捷
子

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

〒
6
1
5
京
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町
Ⅲ

マ
ン
ハ
イ
ム
五
条
三
〇
九

亀
山
　
美
知
子
方

－4－


